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＜連絡事項＞

· 7/26（土）青陽館内小部屋のワックス掛けを実施予定。

· 7/22（火）～7/23（水）実施の院内研修の出席確認を各自行うこと。
· 平成20年精神保健福祉協会の入会案内がきている為、興味のあるスタッフは各自確認すること。

＜外来情報＞

· 大久保　律子様～頭痛、眼球上転、幻聴があると入室するなり捲くし立てるように話している。内

服を出して欲しいと希望あり、それぞれに効く内服を処方している。頭痛薬を大久保恒夫様が飲んでしまうと話しており、内服の共有はよくないこと担当医が話している。

· 沢田　三朗　様～特に変わりはなく、地震も八戸よりは大したことはなかったとのこと。

· 横町　　浩　様～時々頭がボーっとすることはあるとのこと。運転免許を取りたいと話されている。

地震は物が落ちた程度だったとのこと。歩いて運動するようにしていると話されている。

· 関　　秀治　様～グループホームに友人が遊びに来た時、「元気がないね」と言われたとのこと。

調子は良いとのことで、「特に気にしないようにします」と話されている。就労については、工場の体験は見合わせ、現在の職親を続けて行くとのことで、意見書を作成している。目の具合も改善しているため、目薬は止めとなっている。

· 伊藤　雄一　様～ミニトマトを育てているが、「初めてだからなあ･･･」と話されている。

· 田名部　一樹様～不安があるとのことで、父親が糖尿病（尿糖が出て検査中）であることを話され

ている。「親戚みんな糖尿だから。糖尿になるとどれくらい生きられるんですか」と話されている為、きちんと検査して対処すれば大丈夫であること説明している。来週、バスが止まって通院できない為、2週間分処方となっている。

· 島浦　美千男様～採血（糖セット）と尿検査実施。尿検査は異常なく、採血結果は来週知らせるこ

と説明している。お盆は、母親が施設に入っているため帰省はしないとのこと。

· 関口　　禅　様～月曜日に八戸赤十字病院受診している。検査結果は次回持参するとのこと。胃の

調子が悪いとのことで、胃薬処方している。

· 北嶋　　剛　様～「可もなく、不可もなく」と話されている。「痩せたみたいですが、何かあった

んですか」と担当医に尋ねることある。

· 久保　興介　様～頭の中が整理できず、パニックになると話されている。特にショッピングセンタ

ーに行くとなるとのこと。神経が過敏になっているのではないかと説明。また、屯用のユーパンはそのような症状に効かないため、ジプレキサを勧めているが、本人はそれを内服するのに抵抗があるようで「考えてみます」と断っている。

＜利用者様情報＞
· 村上　元道　様～10：45嘔気訴えており、顔面紅潮もみられている。バイタル異常はなく、夜間

も眠れており、心当たりはないとのこと。静養室で休まれており、昼食時には

良くなったと話されている。昼食も全量摂取。

· 赤坂　順市　様～糖尿の検査結果が悪化しているとのことで、糖尿病指導を実施している。食事に

ついては、青明舎から言われて1年前から食事内容をノートに書き出しているとのこと。1日1600kcalと言われていたが、実際は2300kcalくらい摂っており、気をつけることが出来ていないと話されている。それでも、ノートに記載するようになってから食事を気にするようにはなったとのこと。運動療法については、最近エアロビクス以外は自発的に運動を行っていることはなく、気温も上がってきている為、なるべく運動はしたくないし毎日は負担になると話されている。まず、エアロビクスへの参加と、中級のない金曜日はエアロバイクを実施してみてはどうかと説明。糖尿病合併症についても説明しているが、「はあ」と実感は薄い様子。今後も本人の意識を確認していき、運動については、エアロビクス初級への参加も促してみることとしている。

· 稲垣　ふき　様～昨日、下剤服用しているが排便はないと本人話されている。青風荘からの情報

では、下着に便が付着していることがあり、少量ずつしか出ていないとのこと。本人は「トイレに間に合わない」と話されているが、「トイレに座ると出ない」とのこと。デイケアではお尻歩きやマッサージを促している。

· 田中　正士　様～昨日、多量に排便あったとのことで、スッキリした表情で報告されている。今後

も排便状況の確認を行い、便秘予防を促して行く。

· 倉石　ヨシエ様～両大腿部をさすりながら、「足がもっくらもっくらする」と訴えている。足を

伸ばして寝てみるように促すが、「（そうすると）神が来る」と話されている。

では、椅子の上に足を乗せてはどうか促すと実行している。今後も、足の状態を様子観察するとともに、青風荘にも情報提供して行く。

· 中居　美津子様～昨日、本人より地震の片付けがある為、早めに帰宅したいと希望あり、「映画は

また今度にしよう。早く帰りたいよね」と他メンバーに同意を求めている。

他メンバーは映画を観てから帰宅すると話されており、本人の帰宅は了承しているが、本人帰宅する様子はない。また、映画中にも関わらず、特定メンバー（下妻様）に大きな声で頻回に話し掛けており、素っ気無い対応を返されている。用事は良いのか尋ねると、「今から帰ります」と表情硬くし、帰宅されている。

⇒本人の介入が過度となるときは、個別面談を検討し、他者と適度な距離を保つよう説明していく。

· 前野　義勝　様～幸房職員から自分だけが悪い方向に進んでいると指摘されたことについて、不満

を話されている。「調子が良くなったら行こうと思っているのに、そう言うのはおかしい。どうしてそんなことを言われなきゃいけない」などと話している。

デイケアは治療の場であるが、幸房は仕事の場である為、そのように言ったのではないかと説明。本人は納得していない様子で、「チラシ配りが大変だ」と仕事内容についても不満を話している。

⇒本人の訴えを傾聴していき、説明をする際は、スタッフは中立に説明を行うようにしていく。










